
長きにわたり公務に従事
関口静男さん瑞宝双光章

「町のこれから」の認識を共有
町長による商工会新春講演会

関口静男さん（大字西平）が、瑞宝双光章関口静男さん（大字西平）が、瑞宝双光章
（地方自治功労）を受章されました。（地方自治功労）を受章されました。
この章は、長年にわたり公務等に従事し、成この章は、長年にわたり公務等に従事し、成
績を挙げた方が授与されるものです。関口さ績を挙げた方が授与されるものです。関口さ
んは昭和28年に埼玉県に入庁され、平成元んは昭和28年に埼玉県に入庁され、平成元
年3月に退職されるまでの36年間、市町村行年3月に退職されるまでの36年間、市町村行
政の指導、地域整備に係る総合調整を始め、政の指導、地域整備に係る総合調整を始め、
様々な業務に従事されました。そして、東松様々な業務に従事されました。そして、東松
山県税事務所長、国際交流課長、荒川水系ダ山県税事務所長、国際交流課長、荒川水系ダ
ム総合事務所長、環境部次長を歴任し、国際ム総合事務所長、環境部次長を歴任し、国際
交流の推進、水資源計画の策定や環境対策に交流の推進、水資源計画の策定や環境対策に
多大な貢献をされました。多大な貢献をされました。
おめでとうございます。おめでとうございます。

写真説明

瑞宝双光章を受章された関口さん。おめでとうございます。瑞宝双光章を受章された関口さん。おめでとうございます。

大東文化大学の現役陸上部員とトレーニングする参加者の皆さん。最後は、大学生と競争！大東文化大学の現役陸上部員とトレーニングする参加者の皆さん。最後は、大学生と競争！

写真でときがわの「今」をお伝えする “ グラフときがわ ”。珍しい情報や写真は☎ 65-0401 広報担当までお寄せください。

グラフ ときがわ

写真説明

❶「町民が楽しめる観光」について話す、渡邉町長。「町民が楽しめる観光」について話す、渡邉町長。❷クイズを交えながら、ごみへの理解を促すクイズを交えながら、ごみへの理解を促す
伊藤主事補。伊藤主事補。

「足が速くなる」秘訣を伝授！
大東大陸上部スプリント教室

1月25日㈬、玉川公民館において、ときがわ町1月25日㈬、玉川公民館において、ときがわ町
商工会が主催の「新春講演会」が開催されま商工会が主催の「新春講演会」が開催されま
した。これは、商工会員や法人会・青色申告会した。これは、商工会員や法人会・青色申告会
の会員等を対象に、ときがわ町のこれからにの会員等を対象に、ときがわ町のこれからに
関するビジョンを提供することを目的として開関するビジョンを提供することを目的として開
催され、当日は約40名が参加しました。催され、当日は約40名が参加しました。
講演では、渡邉町長から「人と自然の優しさ講演では、渡邉町長から「人と自然の優しさ
にふれるまちときがわの実現にむけて」の7つにふれるまちときがわの実現にむけて」の7つ
の重点政策をデータを活用しながら解説。まの重点政策をデータを活用しながら解説。ま
た、役場建設環境課の伊藤主事補からごみのた、役場建設環境課の伊藤主事補からごみの
現状についての解説も行われ、町の現状と今現状についての解説も行われ、町の現状と今
後の展望を考えるきっかけとなりました。後の展望を考えるきっかけとなりました。

小学生が自ら防災無線で
呼びかけ！「見守りのお願い」
児童が下校する時間に流れる見守り放送は、児童が下校する時間に流れる見守り放送は、
日頃から見守り活動をしていただいている地日頃から見守り活動をしていただいている地
域の皆さまに感謝の意を込めて、小学生自身域の皆さまに感謝の意を込めて、小学生自身
の声で放送しています。今回は、玉川小学校の声で放送しています。今回は、玉川小学校
の児童に録音をしていただきました。の児童に録音をしていただきました。
録音した神山楓花さん（撮影時6年生）は、録音した神山楓花さん（撮影時6年生）は、
「録音するときは少し緊張したけど、一言一「録音するときは少し緊張したけど、一言一
言丁寧に言えてよかったです」との感想を寄言丁寧に言えてよかったです」との感想を寄
せてくれました。神山さんによる放送は、3月せてくれました。神山さんによる放送は、3月
24日㈮まで放送されます。24日㈮まで放送されます。

1月28日㈯、玉川運動場において、大東文化1月28日㈯、玉川運動場において、大東文化
大学との地域連携事業「スプリント教室」が大学との地域連携事業「スプリント教室」が
行われました。大東文化大学陸上部短距離ブ行われました。大東文化大学陸上部短距離ブ
ロックで指導し、自身も選手として活躍するロックで指導し、自身も選手として活躍する
細谷優美コーチを始め、100ｍ10秒5台の現役細谷優美コーチを始め、100ｍ10秒5台の現役
陸上部員3名が指導。約40名の参加者の中学陸上部員3名が指導。約40名の参加者の中学
生や陸上教室の子どもたちを相手に、怪我予生や陸上教室の子どもたちを相手に、怪我予
防のストレッチから速くなるためのトレーニ防のストレッチから速くなるためのトレーニ
ングを、理論を交えながら教えてくれました。ングを、理論を交えながら教えてくれました。
細谷コーチは「走ることを専門的に教えても細谷コーチは「走ることを専門的に教えても
らえる機会はなかなかないものです。この日らえる機会はなかなかないものです。この日
をきっかけに、走る楽しさを感じてもらえたをきっかけに、走る楽しさを感じてもらえた
ら嬉しいです」と話してくれました。終わるら嬉しいです」と話してくれました。終わる
ころには身体の動きも変わってきた参加者のころには身体の動きも変わってきた参加者の
皆さん。この中から将来の陸上選手が現れる皆さん。この中から将来の陸上選手が現れる
でしょうか！でしょうか！

写真説明

写真説明

❶

❷

録音してくれた神山さん。録音してくれた神山さん。 1819


